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食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
に
係
る
政
府
の
基
本
的
認
識
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

農
地
の
相
続
に
つ
い
て
は
、
登
記
の
申
請
と
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
登
記
の
申
請
と

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
行
わ
れ
た
農
地
で
あ
っ
て
も
、
当
該
農
地
の
地
理
的
条
件
や
相
続
人
の
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
相

続
後
に
耕
作
放
棄
地
と
な
る
懸
念
が
あ
る
。 

 

１ 

相
続
に
伴
う
農
地
の
課
題
に
つ
い
て
の
基
本
的
認
識
と
そ
の
解
決
策
を
始
め
農
地
面
積
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
の

施
策
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

相
続
に
伴
う
農
地
の
課
題
等
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
令
和
三
年
度
に
実
施
し
た
相
続
未
登
記
農
地
等
の

実
態
調
査
を
毎
年
度
行
う
と
と
も
に
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
の
利
用
や
相
続
人
の
不
在
等
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た

農
地
に
係
る
実
態
調
査
を
行
い
、
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
耕
作
放
棄
地
の
調
査
を
再
開
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

個
人
経
営
体
で
主
に
農
業
に
従
事
す
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
は
平
成
十
二
年
の
二
百
四
十
万
人
か
ら
約
四
半
世
紀
で
半

減
し
、
高
齢
化
も
進
行
し
て
お
り
、
今
後
二
十
年
間
で
現
在
の
約
四
分
の
一
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
政
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府
は
、
離
農
す
る
個
人
経
営
体
の
農
地
の
受
け
皿
と
し
て
法
人
経
営
体
が
農
業
生
産
を
支
え
て
い
く
体
制
や
、
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
の
活
用
・
開
発
・
普
及
に
よ
り
少
な
い
人
数
で
も
安
定
的
に
食
料
を
供
給
で
き
る
体
制
の
確
立
を
図
る
と
し
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
対
策
だ
け
で
我
が
国
の
農
業
が
維
持
で
き
る
の
か
懸
念
が
あ
る
。
我
が
国
農
業
の
五
年
後
、
二
十
年
後
及
び

そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

農
業
・
農
村
は
食
料
の
生
産
以
外
に
も
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
文

化
の
伝
承
、
癒
し
や
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
等
の
多
面
的
機
能
を
有
し
て
い
る
。
政
府
は
、
多
面
的
機
能
の
効
果
は
国
民
の
大

切
な
財
産
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
維
持
・
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
村
人
口
の
減
少
、
集
落
の
縮
小

に
よ
り
農
業
を
支
え
る
力
が
衰
退
し
続
け
て
い
る
。
農
業
・
農
村
の
衰
退
は
、
日
本
の
文
化
そ
の
も
の
の
衰
退
に
等
し
い

が
、
農
業
に
関
連
す
る
文
化
や
農
村
に
お
け
る
文
化
を
守
る
た
め
に
十
分
な
施
策
を
講
じ
て
き
た
の
か
、
政
府
の
認
識
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
施
策
の
効
果
及
び
実
績
に
つ
い
て
、
政

府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

今
夏
、
米
の
販
売
価
格
が
高
騰
し
、
ス
ー
パ
ー
の
棚
か
ら
米
が
な
く
な
る
な
ど
の
事
態
が
発
生
し
た
が
、
稲
作
農
家
の
経
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営
は
、
昨
今
の
農
業
資
材
価
格
の
高
騰
も
あ
り
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に
よ
る
支
援

は
、
飼
料
用
米
や
米
粉
用
米
等
の
主
食
用
米
以
外
の
米
を
対
象
と
し
て
い
る
。
米
は
日
本
人
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
も

重
要
で
あ
り
、
主
食
用
米
の
再
生
産
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
民
主
党
政
権
時
に
実
施
し
た
農
家
へ
の
戸
別
所
得
補
償
制
度

を
復
活
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

主
要
農
作
物
種
子
法
は
、
民
間
事
業
者
が
行
う
種
子
の
生
産
や
供
給
を
促
進
す
る
観
点
も
踏
ま
え
平
成
三
十
年
四
月
に
廃

止
さ
れ
、
種
苗
法
は
国
内
の
優
良
品
種
の
海
外
流
失
を
防
止
す
る
等
の
た
め
令
和
二
年
十
二
月
に
改
正
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
や
種
苗
法
の
改
正
は
、
現
場
の
声
を
汲
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
種
子
代
の
高
騰
、
許
諾
料

の
支
払
い
や
手
続
の
複
雑
化
に
よ
り
、
農
家
経
営
が
圧
迫
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
廃

止
さ
れ
た
主
要
農
作
物
種
子
法
を
復
活
さ
せ
る
等
に
よ
り
、
主
要
農
作
物
の
種
子
の
安
定
供
給
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
表
示
に
関
し
、
従
来
の
も
の
と
組
成
、
栄
養
価
等
が
同
等
の
遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
を
原
料
と
す

る
加
工
食
品
で
あ
っ
て
も
、
組
み
換
え
ら
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
タ
ン
パ
ク
質
が
、
加
工
後
に
最
新
の
検

出
技
術
に
よ
っ
て
も
検
出
で
き
な
い
加
工
食
品
の
原
料
に
つ
い
て
「
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
」
と
の
表
示
を
認
め
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
食
品
表
示
制
度
は
、
国
民
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
食
品
の
選
択
を
不
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
健
康

の
観
点
か
ら
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

農
林
水
産
省
は
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
お
い
て
昆
虫
食
の
研
究
開
発
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
推
進
を
位
置
付

け
て
い
る
。
国
内
に
は
、
食
用
コ
オ
ロ
ギ
の
生
産
に
取
り
組
む
企
業
や
コ
オ
ロ
ギ
を
原
材
料
に
使
用
し
た
食
品
を
製
造
・
販

売
す
る
企
業
が
存
在
し
、
ま
た
、
コ
オ
ロ
ギ
を
利
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
給
食
で
提
供
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。
一
方
で
、
コ
オ

ロ
ギ
の
食
品
利
用
へ
の
忌
避
感
や
安
全
性
に
対
す
る
懸
念
の
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
コ
オ
ロ
ギ
が
含
ま
れ
る
食
品
に
つ
い
て
そ
の
旨
の

明
確
な
表
示
や
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
を
求
め
る
声
も
あ
り
、
表
示
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


